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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　式Ｉ
【化１】

〔上式中、Ｒ1 は式
　　　－ＣＯＯＲ
で表される基であり、
　　Ｒ2 は、Ｒ1 と独立に、式
　　　－ＣＯＯＲ
で表される基、または式
　　　－ＣＯＲ
で表される基であり、
　Ｒ3 はＨであり、
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　ＸはＯであり、
　Ａｒはキノリニルまたはピリミジニルであり、これらの各々は、非置換でも、または１
～３個のハロゲン原子によって置換されていてもよく、
　ＲはＨ、Ｃ1 ～Ｃ8 －アルキル、Ｃ2 ～Ｃ8 －アルケニルまたはＣ2 ～Ｃ8 －アルキニ
ルである。］
で表される１種以上の化合物またはそれらの塩を、除草剤の植物毒性副作用に対して栽培
植物を保護するための毒性緩和剤として使用する方法。
【請求項２】
　ＲがＨ、Ｃ1 ～Ｃ8 －アルキルまたはＣ2 ～Ｃ8 －アルケニルである
請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　Ｒ1 およびＲ2 が互いに無関係に式ＣＯ－ＯＲで表される基であり、そして
　ＲがＨまたはＣ1 ～Ｃ8 －アルキルである
請求項１または２に記載の方法。
【請求項４】
　Ａｒがキノリン－８－イルまたは５－クロロ－キノリン－８－イルである、請求項１～
３のいずれか一つに記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【産業上の利用分野】
本発明は、作物保護剤、特に有用植物の作物中に共生する雑草に対する使用に極めて好適
な有効成分／解毒剤の組合せの技術分野に関する。
【０００２】
【従来の技術】
作物処理剤の使用、特に除草剤の使用は、処理された栽培植物に対して望ましくない損傷
をもたらす。多くの除草剤は、トウモロコシ、イネまたは穀物のような若干の重要な栽培
植物と十分には相容性（選択的）ではないので、それらの使用は、非常に限定される。従
って、それらは、場合によっては全く使用され得ないかまたは雑草に対する所望の広範な
除草活性が保証されないような低い施用割合でしか使用され得ない。かくして、例えば後
記の物質群（Ａ）の多くの除草剤は、トウモロコシ、イネまたは穀物において十分には選
択的に使用され得ない。特に、除草剤の発芽後使用の場合には、栽培植物に対する植物毒
性副作用が生ずるので、この植物に対する毒性を防止するかまたは減少せしめることが望
まれる。
【０００３】
栽培植物における除草剤の植物に対する毒性を、雑草に対する除草活性をそれ相当に低下
させることなく、減少せしめる化合物と組合せて除草剤を使用することがすでに開示され
ている。そのような組合せ成分は、「毒性緩和剤」または「解毒剤」として知られている
。
【０００４】
ヨーロッパ特許出願公開第３１，９３８号には、フエノキシフエノキシカルボン酸エステ
ル、クロロアセトアニリドおよびジメドン誘導体よりなる群から選択された除草剤のため
の毒性緩和剤としてのアリールオキシカルボニトリルおよびアリールオキシカルボキシア
ミドオキシムの使用が開示されている。ヨーロッパ特許出願公開第１７０，９０６号には
、なかんずくフエノキシカルボン酸エステルオキシムが記載されており、そしてヨーロッ
パ特許出願公開第１５４，１５３号には、フエノキシフエノキシおよびヘテロアリールオ
キシフエノキシ系除草剤のための毒性緩和剤としてのアリールオキシ化合物が記載されて
いる。
【０００５】
ヨーロッパ特許出願公開第１１２，７９９号は、２- 〔４-(３，５- ジクロロピリジル -
２- オキシ）フエノキシ〕プロピオン酸プロパルギルのための毒性緩和剤として４- クロ
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ロフエノキシ- および４- クロロ -２- メチルフエノキシ酢酸を記載している。
【０００６】
ヨーロッパ特許出願公開第２９３，０６２号には、シクロヘキサンジオン系除草剤のため
の毒性緩和剤としてのアリールオキシの使用が記載されており、そしてヨーロッパ特許出
願公開第８８，０６６号には、特にアセトアミド、特にトリアレートのための毒性緩和剤
としての３，５- ビス（トリフルオロメチル）フエノキシカルボン酸誘導体の使用が記載
されている。
【０００７】
ヨーロッパ特許出願公開第８６，７５０号には、フエノキシフエノキシアルカンカルボン
酸エステルおよびスルホニル尿素のための毒性緩和剤としてのキノリン -８- オキシアル
カンカルボニトリルおよびキノリン -８- オキシアルカンカルボキシアミドオキシムが記
載されている。ヨーロッパ特許出願公開第９４，３４９号には、各種の構造群よりの除草
剤のための毒性緩和剤としての対応するカルボン酸エステルの使用が開示されている。
【０００８】
ドイツ特許第２，６３７，８８６号は、すでにトリアジン、カーバメートおよびハロアセ
トアニリドよりなる群から選択された除草剤のための毒性緩和剤としての３- ピリジルオ
キシアルカンカルボキシアミドの使用を開示している。
【０００９】
【課題を解決しようとする手段】
本発明者らは、驚くべきことには、下記の式Ｉで表される一群のアリールおよびヘテロア
リール誘導体は、攻撃的な農薬、特に除草剤の有害な作用に対して栽培植物を保護するた
めに極めて好適であることを見出した。
【００１０】
攻撃的な農薬の有害な作用に対して栽培植物を保護するために適したアリールおよびヘテ
ロアリール誘導体は、式Ｉ
【００１１】
【化１０】

【００１２】
〔上式中、
Ｒ1 およびＲ2 は互いに独立的に式
【００１３】
【化１１】
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【００１４】
（上記各式中、Ｒ、ＲT 、Ｒ4 、Ｒ5 、Ｒ6 、Ｙ、Ｔ、Ｚ、Ｑ、Ａi 、Ｘi およびｑは以
下に定義する意味を有する）で表される基であるか、または
Ｒ1 およびＲ2 は互いに結合しており、そして一緒で式
-ＣＯ- Ｑ1-Ｄ- Ｑ2-ＣＯ-
｛上式中、
Ｑ1 およびＱ2 は互いに独立的にＱについて定義された意味を有し、そして
Ｄは式ＣＲ' Ｒ" またはＣ＝Ｏ（ここにＲ' およびＲ" は互いに独立的に水素またはＣ1-
Ｃ4-アルキルである）で表される２価の基である｝で表される基であり、
Ｒ3 は水素、ハロゲン、Ｃ1-Ｃ18- アルキル、Ｃ2-Ｃ8-アルケニル、Ｃ2-Ｃ8-アルキニル
、Ｃ1-Ｃ18- アルコキシ、Ｃ2-Ｃ8-アルケニルオキシ、Ｃ2-Ｃ8-アルキニルオキシ、Ｃ1-
Ｃ18- アルキルチオ、Ｃ2-Ｃ8-アルケニルチオ、Ｃ2-Ｃ8-アルキニルチオ（ここで最後に
挙げた９種の基のおのおのは未置換であるかまたはハロゲン、ニトロおよびシアノよりな
る群からの１個またはそれ以上の基によって置換されている）またはＣ3-Ｃ12- シクロア
ルキル（これは未置換であるかまたはＣ1-Ｃ4-アルキル、ハロゲン、ニトロおよびシアノ
よりなる群からの１個またはそれ以上の基によって置換されている）、またはＳｉＲa Ｒ
b Ｒc （ここにＲa 、Ｒb およびＲc は互いに独立的にＣ1-Ｃ4-アルキル、Ｃ2-Ｃ4-アル
ケニル、Ｃ2-Ｃ4-アルキニルまたは置換または未置換のフエニルである）、または式Ａｒ
' Ｘ'-（ここにＡｒ' およびＸ' はＡｒおよびＸと同様な意味を有する）であり、
ＸはＯ、Ｓ、ＮＨ- ＮＨまたはＮＲd （ここにＲd はＲ4 と同様な意味を有する）または
 -ＣＨ2 Ｏ- 、 -ＣＨ2 Ｓ- 、 -ＣＨ（Ａｒ）Ｏ- または
-ＣＨ（Ａｒ）Ｓ- であり、
Ａｒは芳香族基、例えば未置換または置換フエニル、ナフチルまたはヘテロアリール基、
好ましくは式
【００１５】
【化１２】

【００１６】
〔〔上式中、
（Ｕ）は同一または相異なる基であって、互いに独立的に、水素、ハロゲン、シアノ、ニ
トロ、アミノまたはＣ1-Ｃ8-ハロアルキル、Ｃ1-Ｃ8-ハ　　ロアルコキシ、Ｃ1-Ｃ8-アル
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キル、Ｃ1-Ｃ8-アルコキシ、モノ-(Ｃ　　1-Ｃ4-アルキル）アミノ、ジ-(Ｃ1-Ｃ4-アルキ
ル）アミノ、Ｃ1-　　Ｃ9-アルキルチオまたはＣ1-Ｃ8-アルキルスルホニル｛ここで最後
に　　挙げた８種の基は未置換またはハロゲン、Ｃ1-Ｃ8-ハロアルコキシ、ニ　　トロ、
シアノ、ヒドロキシ、Ｃ1-Ｃ8-アルコキシ（ここで１個またはそ　　れ以上の、好ましく
は３個までのＣＨ2 基は酸素によって置換されてもよい　　）、Ｃ1-Ｃ8-アルキルチオ、
Ｃ1-Ｃ6-アルキルスルフイニル、Ｃ1　　-Ｃ6-アルキルスルホニル、Ｃ2-Ｃ8-アルケニル
チオ、Ｃ2-Ｃ8-　　アルキニルチオ、Ｃ2-Ｃ8-アルケニルオキシ、Ｃ2-Ｃ8-アルキニル　
　オキシ、Ｃ3-Ｃ7-シクロアルキル、Ｃ3-Ｃ7-シクロアルコキシ、モ　　ノ- およびジ-(
Ｃ1-Ｃ4-アルキル）アミノおよびＣ1-Ｃ8-アルコキ　　シカルボニルよりなる群からの１
個またはそれ以上、好ましくは３個までの　　同一または相異なる置換基によって置換さ
れている｝であり、そして好まし　　くは、水素、ハロゲン、Ｃ1-Ｃ6-ハロアルキル、例
えばトリフルオロメ　　チル、Ｃ1-Ｃ6-ハロアルコキシ、例えばジフルオロメトキシ、Ｃ

1-Ｃ　　6-アルキル、Ｃ1-Ｃ6-アルコキシ、Ｃ1-Ｃ6-アルキルチオ、Ｃ1　　-Ｃ6-アルキ
ルスルホニル、ニトロ、アミノ、（Ｃ1-Ｃ2-アルキル）　　アミノ、ジ-(Ｃ1-Ｃ2-アルキ
ル) アミノまたはシアノであり、
ｏは１ないし５、好ましくは１ないし３の整数であり、
ｐは１ないし７、好ましくは１ないし３の整数であるか、または
Ａｒはフリル、チエニル、ピロリル、ピラゾリル、チアゾリル、オキサゾリル、ピリジニ
ル、ピリミジニル、ピラジニル、ピリダジニルおよびキノリニルよりなる群からの単環ま
たは二環式ヘテロアリール基であり、これらの基のそれぞれは未置換であるかまたは上記
の基Ｕの１種またはそれ以上、好ましくは１種ないし３種によって置換されており、
Ｒは水素または１ないし３０個の炭素原子を有し、そして所望ならば１個またはそれ以上
の官能基を有する脂肪族、芳香族、ヘテロ芳香族、芳香脂肪族またはヘテロ芳香脂肪族基
であり、
例えばＲは水素、Ｃ1-Ｃ18- アルキル、Ｃ3-Ｃ12- シクロアルキル、Ｃ2　　-Ｃ8-アルケ
ニル、Ｃ2-Ｃ8-アルキニル、ヘテロシクリル、フエニル　　またはヘテロアリールであり
、〔ここで上記のＣ- 含有基のそれぞれは互い　　に独立的に未置換であるかまたはハロ
ゲン、シアノ、チオ、ニトロ、ヒドロ　　キシ、Ｃ1-Ｃ8-アルキル（これは環状基の場合
のみ）、Ｃ1-Ｃ8-ハ　　ロアルキル、Ｃ1-Ｃ8-アルコキシ、Ｃ2-Ｃ8-アルケニルオキシ、
Ｃ　　2-Ｃ8-アルキニルオキシ、Ｃ1-Ｃ8-ハロアルコキシ、Ｃ1-Ｃ8-　　アルキルチオ、
Ｃ2-Ｃ8-アルケニルチオ、Ｃ2-Ｃ8-アルキニルチオ　　、Ｃ3-Ｃ7-シクロアルキル、Ｃ3-
Ｃ7-シクロアルコキシ、式 -ＮＲ　　* Ｒ**および -ＣＯ- ＮＲ* Ｒ**および -Ｏ -ＣＯ
- ＮＲ* Ｒ**（ここで最　　後に挙げた３種の基におけるＲ* およびＲ**は互いに独立的
に水素、Ｃ1-　　Ｃ8-アルキル、Ｃ2-Ｃ8-アルケニル、Ｃ2-Ｃ8-アルキニル、ベン　　ジ
ル、フエニルまたは置換フエニルであるかまたは窒素原子と一緒で更にＮ　　、Ｏおよび
Ｓよりなる群からの２個までのヘテロ原子を含有してもよくそし　　てＣ1-Ｃ4-アルキル
によって置換されていてもよい３- ないし８員の複素環である）、および（Ｃ1-Ｃ8-アル
コキシ）カルボニル、（Ｃ1-Ｃ　　8-アルコキシ）チオカルボニル、（Ｃ2-Ｃ8-アルケニ
ルオキシ）カル　　ボニル、（Ｃ1-Ｃ8-アルキルチオ）カルボニル、（Ｃ2-Ｃ8-アルケ　
　ニルチオ）カルボニル、（Ｃ2-Ｃ8-アルキニルチオ）カルボニル、（Ｃ　　2-Ｃ8-アル
キニルオキシ）カルボニル、ホルミル、（Ｃ1-Ｃ8-アル　　キル）カルボニル、（Ｃ2-Ｃ

8-アルケニル）カルボニル、（Ｃ2-Ｃ8　　-アルキニル）カルボニル、Ｃ1-Ｃ4-アルキル
イミノ、Ｃ1-Ｃ4-ア　　ルコキシイミノ、（Ｃ1-Ｃ8-アルキル）カルボニルアミノ、（Ｃ

2-Ｃ　　8-アルケニル）カルボニルアミノ、（Ｃ2-Ｃ8-アルキニル)-カルボニ　　ルアミ
ノ、（Ｃ1-Ｃ8-アルコキシ）カルボニルアミノ、（Ｃ2-Ｃ8-　　アルケニルオキシ）カル
ボニルアミノ、（Ｃ2-Ｃ8-アルキニルオキシ）カルボニルアミノ、（Ｃ1-Ｃ8-アルキル）
アミノカルボニルアミノ、（　　Ｃ1-Ｃ6-アルキル）カルボニルオキシ（これは未置換で
あるかまたはハ　　ロゲン、ＮＯ2 、Ｃ1-Ｃ4-アルコキシまたは置換または未置換のフエ
ニ　　ルによって置換されている）、（Ｃ2-Ｃ6-アルケニル）カルボニルオキ　　シ、（
Ｃ2-Ｃ6-アルキニル）カルボニルオキシ、（Ｃ1-Ｃ8-アルコ　　キシ）カルボニルオキシ
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、（Ｃ2-Ｃ8-アルケニルオキシ）カルボニルオ　　キシ、（Ｃ2-Ｃ8-アルキニルオキシ）
カルボニルオキシ、Ｃ1-Ｃ8-　　アルキルスルホニル、フエニル、フエニル -Ｃ1-Ｃ6-ア
ルコキシ、フエ　　ニル-(Ｃ1-Ｃ6-アルコキシ）カルボニル、フエノキシ、フエノキシ -
Ｃ　　1-Ｃ6-アルコキシ、フエノキシ-(Ｃ1-Ｃ6-アルコキシ)-カルボニル　　、フエノキ
シカルボニル、フエニルカルボニルオキシ、フエニルカルボニル　　アミノ、フエニル-(
Ｃ1-Ｃ6-アルキル)-カルボニルアミノおよびフエニ　　ル-(Ｃ1-Ｃ6-アルキル)-カルボニ
ルオキシ（ここで最後に挙げた１１種　　の基は未置換であるかまたはフエニル環上でハ
ロゲン、Ｃ1-Ｃ4-アルキ　　ル、Ｃ1-Ｃ4-アルコキシ、Ｃ1-Ｃ4-ハロアルキル、Ｃ1-Ｃ4-
ハ　　ロアルコキシおよびニトロよりなる群からの１種またはそれ以上の基によっ　　て
置換されている）、および式 -ＳｉＲ'3、 -Ｏ- ＳｉＲ'3、（Ｒ')3 　　ＳｉＣ1-Ｃ6-ア
ルコキシ、 -ＣＯ -Ｏ- ＮＲ'2、 -Ｏ- Ｎ＝ＣＲ'2　　、 -Ｎ＝ＣＲ'2、 -Ｏ- ＮＲ'2、
 -ＣＨ（ＯＲ')2 、および -Ｏ-)ＣＨ　　2)m - ＣＨ（ＯＲ')2 ｛ここで上記の各式中の
Ｒ' は互いに独立的に水素　　、Ｃ1-Ｃ4-アルキルまたはフエニル（これは未置換である
かまたはハロ　　ゲン、Ｃ1-Ｃ4-アルキル、Ｃ1-Ｃ4-アルコキシ、Ｃ1-Ｃ4-ハロ　　アル
キル、Ｃ1-Ｃ4-ハロアルコキシおよびニトロよりなる群からの基に　　よってモノ置換ま
たはポリ置換されている）であるかまたは対をなしてＣ2　　-Ｃ6-アルキレン鎖を形成し
そしてｍは０ないし６である｝、または式Ｒ　　" Ｏ- ＣＨＲ"'ＣＨ（ＯＲ")- Ｃ1-Ｃ6-
アルキル（ここでＲ" は互いに　　独立的にＣ1-Ｃ4-アルキルであるかまたは一緒でＣ1-
Ｃ6-アルキレ　　ン基であり、そしてＲ"'は水素またはＣ1-Ｃ4-アルキルである）よりな
　　る群からの１個またはそれ以上の基によって置換されている〕である〕〕
ＲT は式 -ＣＯ- Ｒ、 -ＣＳ- Ｒ、 -ＮＲf Ｒg 、 -Ｎ＝ＣＲh Ｒi またはＳｉＲa Ｒb 

Ｒc （ここにＲは前記の意味を有し、そしてＲf 、Ｒg 、Ｒh およびＲi は互いに独立的
に水素、Ｃ1-Ｃ4-アルキル、Ｃ2-Ｃ4-ア　　ルケニル、Ｃ2-Ｃ4-アルキニル、ベンジル、
フエニルまたは置換フエニ　　ルであるか、またはＲf およびＲg は窒素原子と一緒でＮ
、ＯおよびＳより　　なる群からの更に２個までのヘテロ原子を有してもよくそしてＣ1-
Ｃ4-　　アルキルによって置換されてもよい５- または６員の複素環を構成し、そし　　
てＲa 、Ｒb およびＲc は互いに独立的にＣ1-Ｃ4-アルキル、Ｃ2-Ｃ　　4-アルケニル、
Ｃ2-Ｃ4-アルキニル、フエニルまたは置換フエニルで　　あり、
ＹおよびＺは互いに独立的に酸素、種々の酸化状態にある硫黄、好ましくはＳ、ＳＯまた
はＳＯ2 、または -ＮＲe （ここにＲe はＲ4 と同様の意味を有する）であり、
Ｒ4 およびＲ5 は同一かまたは相異なるものであり、そして互いに独立的に、水素、Ｃ1-
Ｃ6-アルキル、Ｃ2-Ｃ6-アルケニル、Ｃ2-Ｃ6-アル　　キニル、（Ｃ1-Ｃ6-アルキル)-カ
ルボニル（ここに最後に挙げた４種の　　基のおのおのは未置換であるかまたはハロゲン
、Ｃ1-Ｃ8-ハロアルコキ　　シ、ニトロ、シアノ、ヒドロキシル、Ｃ1-Ｃ8-アルコキシお
よび１個ま　　たはそれ以上の、好ましくは３個までの、互いに直接に結合されていない
Ｃ　　Ｈ2 基が酸素によって置換されているＣ1-Ｃ8-アルコキシ、およびＣ1　　-Ｃ8-ア
ルキルチオ、Ｃ1-Ｃ6-アルキルスルホニル、Ｃ2-Ｃ8-ア　　ルケニルチオ、Ｃ2-Ｃ8-アル
キニルチオ、Ｃ2-Ｃ8-アルケニルオキ　　シ、Ｃ2-Ｃ8-アルキニルオキシ、Ｃ3-Ｃ7-シク
ロアルキル、Ｃ3-　　Ｃ7-シクロアルコキシおよびアミノ、モノ- およびジ-(Ｃ1-Ｃ4-ア
ル　　キル）アミノ、またはホルミル、ＳｉＲa Ｒb Ｒc （ここにＲa 、Ｒb およ　　び
Ｒc は互いに独立的に、Ｃ1-Ｃ4-アルキル、Ｃ2-Ｃ4-アルケニル、Ｃ2-Ｃ4-アルキニルま
たは置換または未置換のフエニルであるかまた　　はＣ3-Ｃ8-シクロアルキル、Ｃ3-Ｃ8-
シクロアルケニル、３ないし　　７個の環原子を有する複素環、アリール、ヘテロアリー
ルまたはアリールカ　　ルボニル（ここで最後に挙げた６種の基のおのおのは未置換であ
るかまたは　　Ｃ1-Ｃ8-アルキル、ハロゲン、Ｃ1-Ｃ8-ハロアルコキシ、ニトロ、　　シ
アノ、ヒドロキシ、Ｃ1-Ｃ8-アルコキシおよび１個またはそれ以上の　　好ましくは３個
までの互いに直接には結合されていないＣＨ2 基が酸素によ　　って置換されているＣ1-
Ｃ8-アルコキシよりなる群からの１個またはそ　　れ以上の基によって置換されている）
、およびＣ1-Ｃ8-アルキルチオ、　　Ｃ1-Ｃ6-アルキルスルホニル、Ｃ2-Ｃ8-アルケニル
チオ、Ｃ2-Ｃ　　8-アルキニルチオ、Ｃ2-Ｃ8-アルケニルオキシ、Ｃ2-Ｃ8-アルキ　　ニ
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オキシ、Ｃ3-Ｃ7-シクロアルキル、Ｃ3-Ｃ7-シクロアルコキシ、　　およびアミノ、モノ
- およびジ-(Ｃ1-Ｃ4-アルキル）アミノであるか、　　または
Ｒ4 およびＲ5 は一緒で未置換またはメチル、エチル、メトキシ、エトキシおよびハロゲ
ンよりなる群からの１または２個の基によって置換されているＣ2-Ｃ4-アルキレン鎖また
はＣ2-Ｃ4-アルケニレン鎖を形成し、
Ｒ6 は水素、Ｃ1-Ｃ4-アルキル、Ｃ2-Ｃ4-アルケニル、Ｃ2-Ｃ4-　　アルキニル、Ｃ6-Ｃ

12- アリール、ヘテロアリール、ベンジル、Ｃ1-Ｃ　　4-アルコキシ、アシルオキシ、例
えば（Ｃ1-Ｃ4-アルキル）カルボニ　　ルオキシ、または未置換または置換フエニルカル
ボニルオキシまたはヒドロ　　キシ、 -ＮＨ- ＣＯ- ＮＨ2 、 -ＮＨ- ＣＳ- ＮＨ2 、モ
ノ- およびジ-(Ｃ　　1-Ｃ4-アルキル）アミノ、 -ＮＨ- アシル、 -ＮＨＳＯ2-（Ｃ1-Ｃ
　　4-アルキル）、Ｃ6-Ｃ12- アリールオキシ、ヘテロアリールオキシ、Ｎ　　Ｈ- ＳＯ

2-アリール、またはＮＨ- アリール（ここに最後に挙げた４個の　　基におけるアリール
またはヘテロアリールは未置換である。またはハロゲン　　、ニトロ、（Ｃ1-Ｃ4)- アル
キル、（Ｃ1-Ｃ4)- アルコキシ、（Ｃ　　1-Ｃ4)- ハロアルキルおよび（Ｃ1-Ｃ4)- ハロ
アルコキシよりなる　　群からの１個またはそれ以上の基によって置換されている）であ
り、
ＴはＯ、Ｓ、ＮＲ7 、ＮＯＲ7 またはＮＯ- アシルであり、
ＱはＯまたはＳであり、
ｑは０ないし４の整数であり、
ｉはｑが零でない場合には、１ないしｑ（ここに上記の意味を有する）のすべての整数に
適合する一連の数であり、
Ｘi は互いに独立的にＯ、Ｓ、ＮＲ7 またはＮ-(Ａi - Ｘi -)q - Ｒであり、Ａi は互い
に独立的に、未置換または置換されたＣ1-Ｃ6-アルキレン、Ｃ　　2-Ｃ6-アルケニレン、
Ｃ2-Ｃ6-アルキニレン、Ｃ3-Ｃ6-シクロ　　アルキレン、Ｃ3-Ｃ6-シクロアルケニレン、
ヘテロシクリレン、アリー　　レンまたはヘテロアリーレンであり、そして
Ｒ7 は互いに独立的にＨ、Ｃ1-Ｃ4-アルキル、Ｃ2-Ｃ4-アルケニル、　　Ｃ2-Ｃ4-アルキ
ニル、Ｃ3-Ｃ6-シクロアルキル、Ｃ3-Ｃ6-シク　　ロアルケニル、ヘテロシクリル、アリ
ールまたはヘテロアリールである〕
式（Ｉ）および以下において、炭素骨格中のアルキル、アルコキシ、ハロアルキル、ハロ
アルコキシ、アルキルアミノおよびアルキルチオ基および対応する不飽和および／または
置換された基は、それぞれ直鎖状または分枝鎖状である。特記しない限り、炭素骨格が１
ないし４個の炭素原子を有するかまたは不飽和基の場合には２ないし４個の炭素原子を有
するこれらの基が好ましい。アルキル基、またはアルコキシ、ハロアルキルその他のよう
な複合的意味を有するアルキル基は、例えば、メチル、エチル、ｎ- またはｉ- プロピル
、ｎ- 、ｉ- 、ｔ- または２- ブチル、ペンチル、ヘキシル、例えばｎ- ヘキシル、ｉ- 
ヘキシルおよび１，３- ジメチルブチル、ヘプチル、例えばｎ- ヘプチル、１- メチルヘ
キシルおよび１，４- ジメチルペンチルであり；アルケニルおよびアルキニル基は、アル
キル基に対応する可能な不飽和基の意味を有し、アルケニルは、例えば、アリル、１- メ
チルプロプ -２- エン -１- イル、２- メチルプロプ -２- エン -１- イル、ブト -２- 
エン -１- イル、ブト -３- エン -１- イル、１- メチル- ブト -３- エン -１- イルお
よび１- メチル- ブト -２- エン -１- イルであり；アルキニルは、例えばプロパルギル
、ブト -２- イン -１- イル、ブト -３- イン -１- イル、１- メチル- ブト -３- イン
 -１- イルである。ハロゲンは、フッ素、塩素、臭素またはヨウ素、好ましくはフッ素、
塩素または臭素、特にフッ素または塩素である。ハロアルキル、 -アルケニルおよび -ア
ルキニルは、部分的または完全にハロゲン置換されたアルキル、アルケニルおよびアルキ
ニルであり、それぞれ例えばＣＦ3 、ＣＨＦ2 、ＣＨ2 Ｆ、ＣＦ3 ＣＦ2 、ＣＨ2 ＦＣＨ
Ｃｌ、ＣＣｌ3 、ＣＨＣｌ2 またはＣＨ2 ＣＨ2 Ｃｌであり；ハロアルコキシは、例えば
、ＯＣＦ3 、ＯＣＨＦ3 、ＯＣＨ2 Ｆ、ＣＦ3 ＣＦ2 Ｏ　またはＯＣＨ2 ＣＦ3 である。
同様なことは、ハロアルケニルおよびその他のハロゲン- 置換基に妥当する。
【００１７】
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アリールは、例えば、フエニル、ナフチル、テトラヒドロナフチル、インデニル、インダ
ニル、ペンタレニル、フルオレニルおよび類似物、好ましくはフエニルであり；アリール
オキシは、好ましくは上記のアリール基に対応するオキシ基、特にフエノキシである。
【００１８】
ヘテロアリールおよびヘテロアリールオキシ中のヘテロアリールは、例えば、ピリジル、
ピリミジニル、ピリダジニル、ピラジニル、チエニル、チアゾリル、オキサゾリル、フリ
ル、ピロリル、ピラゾリルおよびイミダゾリルであるが、また二環または多環式芳香族ま
たは芳香脂肪族化合物、例えばキノリニル、ベンズオキサゾリル等である。
【００１９】
置換アリールまたはアリールオキシ、ヘテロアリール、ヘテロアリールオキシ、フエニル
、フエノキシ、ベンジル、ベンジルオキシおよび芳香族部分を有する置換二環式基は、例
えば未置換の元の構造から誘導された置換基であり、そこでは置換基は、例えばハロゲン
、アルキル、ハロアルキル、アルコキシ、ハロアルコキシ、ヒドロキシル、アミノ、ニト
ロ、シアノ、アルコキシカルボニル、アルキルカルボニル、ホルミル、カルバモイル、モ
ノ- およびジアルキルアミノカルボニル、モノ- およびジアルキルアミノ、アルキルスル
フイニルおよびアルキルスルホニルであり、そして炭素原子を有する基の場合には、１な
いし４個の炭素原子、特に１または２個の炭素原子を有するものが好ましい。
【００２０】
ハロゲン基、例えばフッ素および塩素、Ｃ1-Ｃ4-アルキル、好ましくはメチルまたはエチ
ル、Ｃ1-Ｃ4-ハロアルキル、好ましくはトリフルオロメチル、Ｃ1-Ｃ4-アルコキシ、好ま
しくはメトキシまたはエトキシ、Ｃ1-Ｃ4-ハロアルコキシ、ニトロおよびシアノが一般に
好ましい。特に好ましいものは、置換基メチル、メトキシおよび塩素である。
【００２１】
置換または未置換のフエニルは、例えば、ハロゲン、（Ｃ1-Ｃ4)- アルキル、（Ｃ1-Ｃ4)
- アルコキシ、（Ｃ1-Ｃ4)- ハロアルキル、（Ｃ1-Ｃ4)- ハロアルコキシおよびニトロよ
りなる群からの同一または相異なる基によってモノ置換または多置換、好ましくはトリ置
換まで置換されたフエニル、例えば、ｏ- 、ｍ- およびｐ- トリル、ジメチルフエニル、
２- 、３- および４- クロロフエニル、２- 、３- および４- トリフルオロ- および -ト
リクロロフエニル、２，４- 、３，５- 、２，５- および２，３- ジクロロフエニル、お
よびｏ- 、ｍ- およびｐ- メトキシフエニルである。
【００２２】
上記の３ないし７員の複素環基は、好ましくはベンゼンから誘導されたものであり、少な
くとも１個のＣＨがＮによって置換されておりそして／または少なくとも２個の隣接する
ＣＨ対がＮＨ、Ｓおよび／または０によって置換されている。この基は、ベンゾ融合され
ていてもよい。所望ならば、それは一部または全部水素添加されていてもよく、そしてそ
の時はまたヘテロシクリルとしても知られている。特に好適な基は、オキシラニル、ピロ
リジル、ピペリジル、ジオキソラニル、ピラゾリル、モルホリル、フリル、テトラヒドロ
フリル、インドリル、キノリニル、ピリミジル、アゼピニル、トリアゾリル、チエニルお
よびオキサゾリルのような基である。
【００２３】
アシルは、例えば、ホルミル、（Ｃ1-Ｃ4-アルキル）カルボニルのようなアルキルカルボ
ニル、フエニル環が、例えばフエニルについて上に示したように置換されていてもよいフ
エニルカルボニル、またはアルコキシカルボニル、フエノキシカルボニル、ベンジルオキ
シカルボニル、アルキルスルホニルおよびその他の有機酸の基である。
【００２４】
式Ｉで表される若干の化合物は、式Ｉにおいて別個には示されていない１個またはそれ以
上の不斉炭素原子または二重結合を有する。しかしながら、それらの特定の空間的形状に
よって決定される対掌体、ジアステレオマー、Ｅ- およびＺ- 異性体のような可能な立体
異性体もまたすべて式Ｉによって包含される。
【００２５】
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カルボン酸から誘導される式Ｉの化合物は、基Ｒが農業に適している１当量の陽イオンに
よって置換されている塩を形成しうる。これらの塩は、例えば、金属塩、特にアルカリ金
属またはアルカリ土類金属の塩のみならず、またアンモニウム塩または有機アミンとの塩
、および陽イオンとしてスルホニウムまたはホスホニウムイオンを含有する塩である。
【００２６】
好適な塩形成剤は、特に金属および有機窒素塩基、特に第四アンモニウム塩基である。こ
の場合、塩形成に適した金属は、マグネシウムまたはカルシウムのようなアルカリ土類金
属であるが、特にリチウムのようなアルカリ金属、特にカリウムおよびナトリウムである
。
【００２７】
塩形成に適している窒素塩基の例は、第一、第二または第三脂肪族および芳香族アミンで
あり、それらは、メチルアミン、エチルアミン、プロピルアミン、イソプロピルアミン、
４種のブチルアミン異性体、ジメチルアミン、ジエチルアミン、ジプロピルアミン、ジイ
ソプロピルアミン、ジ -Ｎ- ブチルアミン、ピロリジン、ピペリジン、モルホリン、トリ
メチルアミン、トリエチルアミン、トリプロピルアミン、キヌクリジン、ピリジン、キノ
リン、イソキノリンおよびメタノールアミン、エタノールアミン、プロパノールアミン、
ジメタノールアミン、ジエタノールアミンまたはトリエタノールのように、炭化水素基上
でヒドロキシル化されてもよい。
【００２８】
第四アンモニウム塩基の例は、互いに独立的にアルキル基が直鎖状または分枝鎖状のＣ1-
Ｃ6-アルキル基であるテトラアルキルアンモニウム陽イオン、例えばテトラメチルアンモ
ニウム陽イオン、テトラエチルアンモニウム陽イオンまたはトリメチルエチルアンモニウ
ム陽イオン、および更にトリメチルベンジルアンモニウム陽イオン、トリエチルベンジル
アンモニウム陽イオンおよびトリメチル -２- ヒドロキシエチルアンモニウム陽イオンで
ある。
【００２９】
特に好ましい塩形成剤は、アルキル基が互いに独立的に直鎖状または分枝鎖状の、未置換
かまたはヒドロキシル置換（Ｃ1-Ｃ6)- アルキル、例えばジメチルアンモニウム陽イオン
、トリメチルアンモニウム陽イオン、トリエチルアンモニウム陽イオン、ジ-(２- ヒドロ
キシエチル) アンモニウム陽イオンおよびトリ-(２- ヒドロキシエチル) アンモニウム陽
イオンである。
【００３０】
特に興味のあるものは、式（Ｉ）において、
Ｒ3 が水素、Ｃ1-Ｃ4-アルキル、Ｃ1-Ｃ4-アルコキシ、Ｃ5-Ｃ6-シクロアルキル、トリメ
チルシリル、トリエチルシリルまたは式Ａｒ' Ｘ'-（ここにＡｒ' およびＸ' はそれぞれ
ＡｒおよびＸと同様な意味を有する）で表される基であり、
ＸがＯ、Ｓ、ＮＨ、ＮＣＨ3 またはＮＣ2 Ｈ5 であり、
Ａｒが式
【００３１】
【化１３】

【００３２】
上式中、
（Ｕ）が同一または相異なる基であって、互いに独立的に、水素、フッ素、塩素、臭素お
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よびヨウ素のようなハロゲン、シアノ、ニトロ、アミノまたはＣ1-Ｃ　4-ハロアルキル、
Ｃ1-Ｃ4-ハロアルコキシ、Ｃ1-Ｃ4-アルキル、Ｃ1-Ｃ4-アルコキシ、モノ-(Ｃ1-Ｃ4-アル
キル）アミノ、ジ-(Ｃ1-Ｃ4-アルキル）アミノ、Ｃ1-Ｃ4-アルキルチオまたはＣ1-Ｃ4-ア
ルキルスルホニルであり、そしてｏが１ないし３の整数であり、
ｐが１ないし３の整数であるかまたは
Ａｒがフリル、チエニル、ピロリル、ピラゾリル、チアゾリル、オキサゾリル、ピリジニ
ル、ピリミジニル、ピラジニル、ピリダジニルおよびキノリニルよりなる群からの単環ま
たは二環式ヘテロアリール基であり、これらの基のそれぞれは未置換であるかまたは上記
の基Ｕの１種ないし３種によって置換されている）で表される基である、
化合物またはそれらの塩である。
【００３３】
特に興味のある化合物は、また式（１）において、
Ｒが水素、Ｃ1-Ｃ8-アルキル、Ｃ4-Ｃ7-シクロアルキル、Ｃ2-Ｃ8-　アルケニル、Ｃ2-Ｃ

8-アルキニル、ヘテロシクリル、フエニルまたはヘテ　ロアリールであり、〔ここで最後
に挙げた７種の基のそれぞれは互いに独立的　に未置換であるかまたはハロゲン、シアノ
、チオ、ニトロ、ヒドロキシ、Ｃ1　-Ｃ4-アルキル（これは環状基の場合のみ）、Ｃ1-Ｃ

4-ハロアルキル、　Ｃ1-Ｃ4-アルコキシ、Ｃ2-Ｃ4-アルケニルオキシ、Ｃ2-Ｃ4-アル　キ
ニルオキシ、Ｃ1-Ｃ4-ハロアルコキシ、Ｃ1-Ｃ4-アルキルチオ、Ｃ　2-Ｃ4-アルケニルチ
オ、Ｃ2-Ｃ4-アルキニルチオ、Ｃ5-Ｃ6-シク　ロアルキル、Ｃ5-Ｃ6-シクロアルコキシ、
アミノ、モノ- およびジ-(Ｃ1　-Ｃ4-アルキル）アミノ、（Ｃ1-Ｃ6-アルコキシ）カルボ
ニル、式 -Ｓ　ｉＲ'3、 -Ｏ- ＮＲ'2、 -Ｏ- Ｎ＝ＣＲ'2　、 -Ｎ＝ＣＲ'2（上記各　式
中、Ｒ' は互いに独立的に水素、Ｃ1-Ｃ2-アルキルまたはフエニルであ　るかまたは対を
なしてＣ2-Ｃ5-アルキレン鎖を形成している、
化合物およびそれらの塩であるか、または
ＲT が式 -ＣＯ- Ｒ、 -ＮＲf Ｒg または -Ｎ＝ＣＲh Ｒi （ここにＲ、Ｒf 、Ｒg 、Ｒ
h およびＲi は前記の意味を有する）で表される基である、
化合物である。
Ｒは好ましくは水素、Ｃ1-Ｃ8-アルキル、Ｃ5-Ｃ6-シクロアルキル、Ｃ　2-Ｃ8-アルケニ
ルまたはＣ2-Ｃ8-アルキニル｛ここで最後に挙げた４　種の基は互いに独　立的に、未置
換であるかまたはハロゲン、シアノ、ニトロ　、Ｃ1-Ｃ4-アルコキシ、Ｃ2-Ｃ4-アルケニ
ルオキシ、Ｃ2-Ｃ4-ア　ルキニルオキシ、Ｃ5-Ｃ6-シクロアルキル、Ｃ5-Ｃ6-シクロアル
コキ　シ、モノ- およびジ（Ｃ1-Ｃ4-アルキル）アミノ、式 -ＳｉＲ'3、 -Ｏ　- Ｎ＝Ｃ
Ｒ'3、 -Ｎ＝ＣＲ'2（これらの式においてＲ' は互いに独立的に　水素、Ｃ1-Ｃ2-アルキ
ルまたはフエニルであるかまたは対をなしてＣ2-　Ｃ5-アルキレン鎖である）よりなる群
からの１種またはそれ以上の基によっ　て置換されている｝である。
ＲT は好ましくは -ＣＯ- Ｒ（ここにＲは前記の意味を有する）または -ＮＲf Ｒg また
は -Ｎ＝ＣＲh Ｒi 

｛上記各式中、
Ｒf およびＲg は互いに独立的にＨ、Ｃ1-Ｃ2-アルキル、ベンジルまたはフ　エニルまた
は窒素原子と一緒でピロリジン -１- イル、ピペリジン -１- イル　、モルホリン -４- 
イル、ピペラジン -１- イルまたはイミダゾール -１- イ　ルであり、そして
Ｒh およびＲi は互いに独立的にＨ、Ｃ1-Ｃ2-アルキル、ベンジルまたはフ　エニルであ
る。
【００３４】
特に興味のある化合物は、また式（Ｉ）において、
Ｒ4 およびＲ5 が同一または相異なるものであって、互いに独立的に水素、Ｃ1-Ｃ4-アル
キル、Ｃ2-Ｃ4-アルケニル、Ｃ2-Ｃ4-アルキニル、Ｃ5-Ｃ6-シクロアルキルまたはＣ5-Ｃ

6-シクロアルケニルである、
化合物およびそれらの塩であり、そしてまた
Ｒ6 が水素、Ｃ1-Ｃ4-アルキル、フエニル、ベンジル、ヒドロキシル、ＮＨ- ＣＯ- ＮＨ
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2 、 -ＮＨ- アリールまたはＣ1-Ｃ4-アルコキシである、
化合物である。
【００３５】
特に興味のあるものは、また上記式（Ｉ）において、
ＴがＯ、ＳまたはＮＲ7 、好ましくはＯまたはＮＲ7 であり、
ＱがＯまたはＳ、好ましくはＯであり、
ｑが０ないし４の整数であり、
ｉがｑが０でない場合には、１からｑ（ここにｑは前記の意味を有する）までのすべての
整数をとるー連の数であり、
Ｘi が互いに独立的にＯ、Ｓ、ＮＲ7 またはＮ-(Ａi - Ｘi -)q - Ｒであり、
Ａi が互いに独立的に、未置換または置換されたＣ1-Ｃ4-アルキレン、Ｃ2　-Ｃ4-アルケ
ニレンまたはＣ5-Ｃ6-シクロアルキレン、好ましくはＣ1　-Ｃ4-アルキレンであり、
Ｒ7 が互いに独立的に、Ｈ、Ｃ1-Ｃ4-アルキル、Ｃ2-Ｃ4-アルケニル、　Ｃ2-Ｃ4-アルキ
ニルまたはＣ5-Ｃ6-シクロアルキルである、
化合物およびそれらの塩である。
【００３６】
好ましくは、式（Ｉ）において、
Ｒ1 およびＲ2 が互いに独立的に式
【００３７】
【化１４】

【００３８】
（上記各式中、Ｒ、Ｔ、Ｑ、Ａi 、Ｘi およびｑは前記の意味を有する）で表される基で
ある化合物およびそれらの塩である。
本発明は、また式Ｉで表される少なくとも１種の化合物またはその塩の有効量を植物、植
物の種子または栽培地に、前記の除草性有効化合物の前、後またはそれと同時に施用する
ことを特徴とする除草剤の植物に対する毒性副作用に対して栽培植物を保護する方法にも
関する。
【００３９】
本発明は、更に、除草剤の植物に対する毒性副作用に対して栽培植物を保護するために式
Ｉの化合物またはそれらの塩を使用する方法に関する。
例えば、ジエチル２-(キノリン -８- イル- メルカプト)-マロネートおよびエチル２-(キ
ノリン -８- メルカプト）アセトアセテート（G. Buchmann, J. prakt. Chem.１９６５，
１４１参照）；ジエチル４- クロロフエノキシマロネート (J. Izv. Sibirsk. Ord. Akad
. Nauk. SSSR　１９６２（１１），１４５－８，Chem. Abstracts ５９：５０５１ｇ（１
９６３）参照）のような式Ｉで表される若干の化合物が公知になっている。しかしながら
、それらの毒性緩和作用は、従来知られていなかった。
【００４０】
本発明は、また従来開示されていなかった式Ｉで表されるすべての化合物にも関する。
式Ｉで表される化合物は、総括的に知られている方法によって製造されうる；例えば、ヨ
ーロッパ特許出願公開第４４３３号；J. Am. Chem. Soc. ６２（１９９０）１１５４；J.
 Org. Chem. ３６（１９７１）３６４６；Chem. Abstr.　１１１（１９８８）１３３６２
５ｑ；ヨーロッパ特許出願公開第３２６３２８号；J. Am. Chem. Soc. ９４（１９７２）
７１２；Ukr. Khim. Zh. (ロシア語版）５６（１９９０）６３８；Chem. Abstr.１１４（
１９９１）４２１５５ｇ；Chem. Pharm. Bull.　１７（１９６９）４１９；Chem. Lett. 
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. ４５（１９７２）８６６；J. Org. Chem. ３９（１９７４）１２３３および上記の刊行
物に引用された参考文献参照。
【００４１】
すなわち、本発明による式Ｉで表される化合物は、
ａ）式Ａｒ- Ｘ- Ｈ（式中、ＡｒおよびＸは式Ｉにおいて規定された意味を有する）で表
される化合物を式ＩＩ
【００４２】
【化１５】

【００４３】
（上式中、
Ｌは例えば塩素、臭素、メタンスルホニルまたはトルエンスルホニルのような離脱性基で
あり、そして
Ｒ1,Ｒ2 およびＲ3 は上記の式Ｉにおいて規定された意味を有する）で表される化合物と
反応せしめるか、または
ｂ）式Ａｒ- Ｗで表される化合物を式ＩＩＩ
【００４４】
【化１６】

【００４５】
（上記各式中、
Ｗは例えば塩素、臭素、メタンスルホニルまたはトリエンスルホニルのような離脱性基で
あり、そして
Ａｒ、Ｘ、Ｒ1,Ｒ2 およびＲ3 は式Ｉにおいて規定された意味を有する）で表される化合
物と反応せしめるか、または
ｃ）式ＡＲ -Ｘ- Ｗで表される化合物を式ＩＶ
【００４６】
【化１７】
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【００４７】
（上式各式中、
Ｗは例えば塩素、メタンスルホニル、トリエンスルホニル、ジアルキルアミノ、ジアシル
アミノまたはアリールチオのような離脱性基であり、そして
Ａｒ、Ｘ、Ｒ1,Ｒ2 およびＲ3 は式Ｉにおいて規定された意味を有する）で表される化合
物と反応せしめるか、または
ｄ）式Ｖ
【００４８】
【化１８】

【００４９】
｛上式中、
Ａｒ、Ｘ、Ｒ1 およびＲ3 は式Ｉにおいて規定された意味を有し、そしてＢ' は式
【００５０】
【化１９】

【００５１】
で表される基であるか、または
Ｒ1 およびＢ1 は互いに結合しており、そして一緒で式 -ＣＯ- Ｑ1-Ｄ- Ｑ2-ＣＯ（上記
各式中、Ｔ、Ｑ、Ａi 、Ｘi 、ｑ、Ｒ、ＲT 、Ｑ1 、Ｑ2 およびＤは式Ｉにおける同名の
基と同様の意味を有する）で表される基である｝
で表されるアリール- またはヘテロアリールオキシカルボン酸誘導体をアルコールまたは
メルカプタンとエステル交換せしめることによって製造されうる。
【００５２】
上記の方法ａ）による反応は、好ましくはジメチルスルホキシド、Ｎ，Ｎ- ジメチルホル
ムアミド、メチルイソブチルケトン、ジオキサンまたはアセトンのような双極性の非プロ
トン溶媒中で、高められた温度、特に４０ないし１８０℃において塩基、特に、例えば炭
酸カリウムのようなアルカリ金属炭酸塩の存在下に実施される。
【００５３】
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上記の方法ｂ）による反応は、好ましくはトルエン、Ｎ，Ｎ- ジメチルホルムアミド、ア
セトニトリル、メチルイソブチルケトン、ジオキサンまたはアセトンのような非プロトン
溶媒中で、高められた温度、特に４０ないし１８０℃において、塩基、特に例えば炭酸カ
リウムのようなアルカリ金属炭酸塩の存在下に実施される。
【００５４】
上記の方法ｃ）による反応は、好ましくはジメチルスルホキシド、Ｎ，Ｎ- ジメチルホル
ムアミド、テトラヒドロフラン、ジオキサンまたは塩化メチレンのような非プロトン溶媒
中で、またはメタノール、エタノールのようなアルコール中で、室温ないし高められた温
度まで、特に２０ないし１００℃において、塩基、特に例えばナトリウムメトキシドまた
はナトリウムエトキシドのようなアルカリ金属アルコキシドの存在下に実施される。
【００５５】
上記の方法ｄ）におけるエステル交換反応またはアミド化は、主として式Ｖで表される化
合物をアルコールまたはアミンと高められた温度、特に上記反応混合物の還流温度におい
て、触媒としてのチタンアルコキシドの存在下に反応せしめることによって実施される。
【００５６】
式Ｉで表される化合物は、除草剤を有用植物の栽培中に使用した場合に発生しうる植物に
対する毒性副作用を減少せしめあるいは抑制するので、従ってそれらは通常解毒剤ないし
は毒性緩和剤と称されうる。
【００５７】
本発明による式Ｉの化合物は、除草性活性化合物と一緒に、または所望の順序で適用する
ことができ、そして上記の除草剤の栽培植物における有害な毒性副作用をこれらの除草剤
の雑草に対する効果を損なうことなく、減少せしめるかあるいは完全に除去しうる。
【００５８】
上記のことは、従来の作物保護剤の適用範囲を実質的に著しく拡大せしめる。栽培植物に
対する毒性副作用が式Ｉで表される化合物によって軽減されうる除草剤は、例えば、カー
バメート、チオカーバメート、ハロアセトアニリド、置換フエノキシ- 、ナフトキシ- お
よびフエノキシフエノキシカルボン酸誘導体およびヘテロアリールオキシフエノキシアル
カンカルボン酸誘導体、例えば、キノリルオキシ- 、キノキサリルオキシ- 、ピリジルオ
キシ- 、ベンズオキサゾリルオキシ- およびベンゾチアゾリルオキシフエノキシアルカン
カルボン酸エステル、シクロヘキサンジオン誘導体、イミダゾリノン、ピリミジルオキシ
ピリジンカルボン酸誘導体、ピリミジルオキシ安息香酸誘導体、スルホニル尿素、トリア
ゾールピリミジンスルホンアミド誘導体およびＳ-(Ｎ- アリール -Ｎ- アルキルカルバモ
イルメチル）ジチオホスホン酸エステルである。フエノキシフエノキシ- およびヘテロア
リールオキシ- フエノキシカルボン酸エステルおよび塩、スルホニル尿素およびイミダゾ
リノンが好ましい。
【００５９】
本発明による毒性緩和剤と組合わされうる好適な除草剤は、例えば：
Ａ）（Ｃ1-Ｃ4)- アルキル、（Ｃ2-Ｃ4)アルケニルおよび（Ｃ3-Ｃ4　)アルキニルフエノ
キシフエノキシ- およびヘテロアリールオキシフエノキシ　カルボキシレート系の除草剤
、例えば、
Ａ１）フエノキシフエノキシ- およびベンジルオキシフエノキシカルボン酸誘導体、例え
ば、
メチル２-(４- ２、４- ジクロロフエノキシ）フエノキシ）プロピオネート（ジクロフォ
ップ- メチル）、
メチル２-(４-(４- ブロモ -２- クロロフエノキシ）フエノキシ）プロピオネート（ドイ
ツ特許出願公開第２６０１５４８号参照）、
メチル２-(４-(４- ブロモ -２- フルオロフエノキシ）フエノキシ）プロピオネート（ア
メリカ特許第４８０８７５０号参照）、
メチル２-(４-(２- クロロ -４- トリフルオロメチルフエノキシ)-フエノキシ　) プロピ
オネート（ドイツ特許出願公開第２４３３０６７号参照）、
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メチル２-(４-(２- フルオロ -４- トリフルオロメチルフエノキシ）フエノキシ）プロピ
オネート（アメリカ特許第４８０８７５０号参照）、
メチル２-(４-(２，４- ジクロロベンジル) フエノキシ) プロピオネート（ドイツ特許出
願公開第２４１７４８７号参照）、
エチル４-(４-(４- トリフルオロメチルフエノキシ) フエノキシ) ペント -２　- エノエ
ート、
メチル２-(４- （４- トリフルオロメチルフエノキシ）フエノキシ）プロピオネート（ド
イツ特許出願公開第２４３３０６７号参照）
Ａ２） "単環式" ヘテロアリールオキシフエノキシアルカンカルボン酸誘導体、
例えば、
エチル２-(４- ３，５- ジクロロピリジル -２- オキシ）フエノキシ）プロピオネート（
ヨーロッパ特許出願公開第２９２５号参照）、
プロパルギル２-(４-(３，５- ジクロロピリジル -２- オキシ）フエノキシ）
プロピオネート（ヨーロッパ特許出願公開第３１１４号参照）、
メチル 2-(4-(3 -クロロ-5- トリフルオロメチル-2- ピリジルオキシ)
フエノキシプロピオネート（ヨーロッパ特許出願公開第３890 号参照）、
エチル２-(４- （３- クロロ -５- トリフルオロメチル -２- ピリジルオキシ）フエノキ
シ）プロピオネート（ヨーロッパ特許出願公開第３８９０号参照）、プロパルギル２-(４
- （５- クロロ -３- フルオロ -２- ピリジルオキシ）フエノキシ）プロピオネート（ヨ
ーロッパ特許出願公開第１９１７３６号参照）、ブチル２-(４-(５- トリフルオロメチル
 -２- ピリジルオキシ) フエノキシ) プロピオネート（フルアジフォップ- ブチル）、
Ａ３） "二環式" ヘテロアリールオキシフエノキシアルカンカルボン酸誘導体、
例えば、
メチルおよびエチル２-(４-(６- クロロ -２- キノキサリルオキシ) フエノキシ) プロピ
オネート（キザロフォップ- メチルおよび -エチル）、
メチル２-(４-(６- フルオロ -２- キノキサリルオキシ）フエノキシ）プロピオネート（
J. Pest. Sci. Vol.　１０，６１（１９８５）参照）、
２-(４-(６- クロロ -２- キノキサリルオキシ）フエノキシ）プロピオン酸および、その
２- イソプロピリデンアミノオキシエチルエステル（プロパキザフォップおよびエステル
）、
エチル２-(４-(６- クロロベンズオキサゾール -２- イル- オキシ) フエノキシ）プロピ
オネート（フエノキサプロップ- エチル）
および、そのＤ（＋）異性体（フエノキサプロップ -Ｐ- エチル）、
エチル２-(４-(６- クロロベンゾチアゾール -２- イルオキシ）フエノキシ）
プロピオネート（ドイツ特許出願公開第２６４０７３０号参照）、
テトラヒドロフル -２- イル- メチル２-(４-(６- クロロキノキサリルオキシ　) フエノ
キシプロピオネート（ヨーロッパ特許出願公開第３２３７２７号参　照）、
Ｂ）スルホニル尿素系の除草剤、例えば、
ピリミジン- またはトリアジニルアミノカルボニル〔ベンゼン、ピリジン、ピラゾール、
チオフエン、および（アルキルスルホニル）アルキルアミノ〕スルフアミド。
【００６０】
ピリミジン環、トリアジン環上の好ましい置換基は、アルコキシ、アルキル、ハロアルコ
キシ、ハロアルキル、ハロゲンまたはジメチルアミノであり、ここですべての置換基は互
いに独立的に結合されていてもよい。
【００６１】
ベンゼン、ピリジン、ピラゾール、チオフエン、または（アルキルスルホニル）アルキル
アミノ部分における好ましい置換基はアルキル、アルコキシ、ハロゲン、ニトロ、アルコ
キシカルボニル、アミノカルボニル、アルキルアミノカルボニル、ジアルキルアミノカル
ボニル、アルコキシアミノカルボニル、アルキル、アルコキシアミノカルボニル、ハロア
ルコキシ、ハロアルキル、アルキルカルボニル、アルコキシアルキルおよび（アルカンス
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ルホニル）アルキルアミノである。
【００６２】
好適なスルホニル尿素は、例えば、
Ｂ１）フエニル、およびベンジルスルホニル尿素および関連する化合物、例えば、
１-(２- クロロフエニルスルホニル)-３-(４- メトキシ -６- メチル -１，３，５- トリ
アジン -２- イル）尿素（クロルスルフロン）、
１-(２- エトキシカルボニルフエニルスルホニル)-３-(４- クロロ -６- メトキシピリミ
ジン -２- イル) 尿素（クロリムロン- エチル）、
１-(２- メトキシフエニルスルホニル)-３-(４- メトキシ -６- メチル -１，３，５- ト
リアジン -２- イル）尿素（メトスルフロン- メチル) 、
１-(２- クロロエトキシフエニルスルホニル)-３-(４- メトキシ -６- メチル　 -１，３
，５- トリアジン -２- イル) 尿素（トリアスルフロン）、
１-(２- メトキシカルボニルフエニルスルホニル)-３-(４，６- ジメチルピリミジン -２
- イル）尿素（スルフォメチュロン- メチル）、
１-(２- メトキシカルボニルフエニルスルホニル)-３-(４- メトキシ -６- メチル -１，
３，５- トリアジン -２- イル)-３- メチル尿素（トリベニュロン　- メチル）、
１-(２- メトキシカルボニルベンジルスルホニル)-３-(４，６- ジメトキシピリミジン -
２- イル）尿素（ベンスルフロン- メチル）、
１-(２- メトキシカルボニルフエニルスルホニル)-３-(４，６- ビス（ジフルオロメトキ
シ）ピリミジン -２- イル) 尿素（プリミスルフロン- メチル）、
３-(４- エチル -６- メトキシ -１，３，５- トリアジン -２- イル)-１-(２，３- ジヒ
ドロ -１，１- ジオキソ -２- メチルベンゾ〔ｂ〕チオフエン -７　- スルホニル) 尿素
（ヨーロッパ特許出願公開第７９６８３号参照）、
３-(４- エトキシ -６- エチル -１，３，５- トリアジン -２- イル)-１-(２，３- ジヒ
ドロ -１，１- ジオキソ -２- メチルベンゾ〔ｂ〕チオフエン -７　- スルホニル) 尿素
（ヨーロッパ特許出願公開第７９６８３号参照）、
Ｂ２）チエニルスルホニル尿素、例えば、
１-(２- メトキシカルボニルチオフエン -３- イル)-３-(４- メトキシ -６- メチル -１
，３，５- トリアジン -２- イル）尿素（チフエンスルフロン- メチル）、
Ｂ３）ピラゾリルスルホニル尿素、例えば
１-(４- エトキシカルボニル -１- メチルピラゾール -５- イルスルホニル)-３-(４，６
- ジメトキシピリミジン -２- イル）尿素（ピラゾスルフロン- メチル）、
メチル３- クロロ -５-(４，６- ジメトキシピリミジン -２- イルカルバモイルスルフア
モイル)-１- メチルピラゾール -４- カルボキシレート（ヨーロッパ特許第２８２６１３
号参照）、
メチル５-(４，６- ジメチルピリミジン -２- イルカルバモイルスルフアモイル)-１-(２
- ピリジル) ピラゾール -４- カルボキシレート（ＮＣ- ３３０、ブライトン作物保護議
会議事録- 雑草編- １９９１年第１巻第４５頁以下(Bri　ghton Crop Prot. Confereuce-
Weeds-１９９１、Vol.１，４５ｆｆ．）参照）、
Ｂ４）スルホンジアミド誘導体、例えば、
３-(４，６- ジメトキシピリミジン -２- イル)-１-(Ｎ- メチル -Ｎ- メチルスルホニル
アミノスルホニル）尿素（アミドスルフロン）および構造類似体（ヨーロッパ特許出願公
開第０１３１２５８号および Z. Pfl. Krankh. Pfl. Sc　hutz　１９９０，Special Issu
e ＸＩＩ、４８９－４９７）、
Ｂ５）ピリジルスルホニル尿素、例えば、
１-(３- Ｎ，Ｎ- ジメチルアミノカルボニルピリジン -２- イルスルホニル)-３-(４，６
- ジメトキシピリミジン -２- イル) 尿素（ニコスルフロン）、
１-(３- エチルスルホニルピリジン -２- イルスルホニル)-３-(４，６- ジメトキシピリ
ミジン -２- イル) 尿素（ＤＰＸ- Ｅ９６３６，ブライトン作物保護議議会事録- 雑草編
- １９８９年第２３頁以下（Brighton Crop Prot. Conf　. -Weeds- １９８９，ｐｐ．２
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３ｆｆ．）参照）、ドイツ特許出願公開第４０００５０３号および同第４０３０５７７号
に記載されているピリジルスルホニル尿素好ましくは、式
【００６３】
【化２０】

【００６４】
（式中、
ＥはＣＨまたはＮ、好ましくはＣＨであり、
Ｒ11はヨウ素またはＮＲ16Ｒ17であり、
Ｒ12はＨ、ハロゲン、シアノ、Ｃ1-Ｃ3-アルキル、Ｃ1-Ｃ3-アルコキシ、Ｃ1-Ｃ3-ハロア
ルキル、Ｃ1-Ｃ3-ハロアルコキシ、Ｃ1-Ｃ3-アルキルチオ、（Ｃ　　1-Ｃ3-アルコキシ)-
Ｃ1-Ｃ3-アルキル、（Ｃ1-Ｃ3-アルコキシ）カルボニル、モノ- またはジ（Ｃ1-Ｃ3-アル
キル) アミノ、Ｃ1-Ｃ3-アルキルスルフイニルまたは -スルホニル、ＳＯ2-ＮＲa Ｒb ま
たはＣＯ- ＮＲa Ｒb 、特にＨであり、
Ｒa およびＲb は互いに独立的にＨ、Ｃ1-Ｃ3-アルキル、Ｃ1-Ｃ3-アルケニル、Ｃ1-Ｃ3-
アルキニル、または一緒で-(ＣＨ2)4-、-(ＣＨ2)5-、または-(ＣＨ2)2-Ｏ-(ＣＨ2)2-であ
り、
Ｒ13はＨまたはＣＨ3 であり、
Ｒ14はハロゲン、Ｃ1-Ｃ2-アルキル、Ｃ1-Ｃ2-アルコキシ、Ｃ1-Ｃ2-ハロアルキル、好ま
しくはＣＦ3 、またはＣ1-Ｃ2-ハロアルコキシ、好ましくはＯＣＨＦ2 またはＯＣＨ2 Ｃ
Ｆ3 であり、
Ｒ15はＣ1-Ｃ2-アルキル、Ｃ1-Ｃ2-ハロアルコキシ、好ましくはＯＣＨＦ2 またはＣ1-Ｃ

2-アルコキシであり、
Ｒ16はＣ1-Ｃ4-アルキルであり、
Ｒ17はＣ1-Ｃ4-アルキルスルホニルであるかまたは
Ｒ16およびＲ17は一緒で式
-(ＣＨ2)3 ＳＯ2-または-(ＣＨ2)4 ＳＯ2-、
で表される連鎖である。）
例えば、
３＝（４，６- ジメトキシピリミジン -２- イル)-１-(３- Ｎ- メチルスルホニル -Ｎ- 
メチルアミノピリジン -２- イル) フルホニル尿素、またはそれらの塩、
Ｂ６）ヨーロッパ特許出願公開第０３４２５６９号に記載されているようなアルコキシフ
エノキシスルホニル尿素、好ましくは式、
【００６５】
【化２１】
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【００６６】
（式中、
ＥはＣＨまたはＮ、好ましくはＣＨであり、
Ｒ18はエトキシ、プロポキシ、またはイソプロポキシであり、
Ｒ19は、水素、ハロゲン、ＮＯ2 、ＣＦ3 、ＣＮ、Ｃ1-Ｃ4-アルキル、Ｃ　　1-Ｃ4-アル
コキシ、Ｃ1-Ｃ4-アルキルチオまたは（Ｃ1-Ｃ3-ア　　ルコキシ）カルボニル、好ましく
はフエニル環上の６- 位にあるものであり　　、
ｎは１，２または３、好ましくは１であり、
Ｒ20は、水素、Ｃ1-Ｃ4-アルキル、またはＣ3-Ｃ4-アルケニルであり　　、
Ｒ21およびＲ22は互いに独立して、ハロゲン、Ｃ1-Ｃ2-アルキル、Ｃ1-　　Ｃ2-アルコキ
シ、Ｃ1-Ｃ2-ハロアルキル、Ｃ1-Ｃ2-ハロアルコキ　　シまたは（Ｃ1-Ｃ2-アルコキシ)-
Ｃ1-Ｃ2-アルキル、好ましくはＯ　　ＣＨ3 またはＣＨ3 である）
例えば、
３-(４，６- ジメトキシピリミジン -２- イル)-１-(２- エトキシフエノキシ）スルホニ
ル尿素またはその塩、
およびその他の関連するスルホニル尿素誘導体
およびそれらの混合物、
Ｃ）クロロアセトアニリド系除草剤、例えば、
Ｎ- メトキシメチル -２，６- ジエチルクロロアセトアニリド（アラクロール）、
Ｎ-(３'-メトキシプロップ -２'-イル)-２- メチル -６- エチルクロロアセトアニリド（
メトラクロール）、
２',６'-ジメチル -Ｎ-(３- メチル -１，２，４- オキサジアゾール -５- イルメチル）
クロロアセトアニリド、
Ｎ-(２，６- ジメチルフエニル)-Ｎ-(１- ピラゾリルメチル）クロロアセトアミド（メタ
ザクロール）、
Ｄ）チオカーバメート、例えば、
Ｓ- エチルＮ，Ｎ- ジプロピルチオカーバメート（ＥＰＴＣ）または、
Ｓ- エチルＮ，Ｎ- ジイソブチルチオカーバメート（ブチレート）、
Ｅ）シクロヘキサンジオン誘導体、例えば、
メチル３-(１- アリルオキシイミノブチル)-４- ヒドロキシ -６，６- ジメチル -２- オ
キソシクロヘキス -３- エンカルボキシレート（アロキシジム）、
２-(１- エトキシイミノブチル)-５-(２- エチルチオプロピル)-３- ヒドロキシシクロヘ
キス -２- エン -１- オン（セトキシジム）、
２-(１- エトキシイミノブチル)-５-(２- フエニルチオプロピル)-３- ヒドロキシシクロ
ヘキス -２- エン -１- オン（クロプロキシジム）、
２-(１-(３- クロロアリルオキシ）イミノブチル -５- 〔２-(エチルチオ) プロピル〕 -
３- ヒドロキシシクロヘキス -２- エン -１- オン、
２-(１-(３- クロロアリルオキシ) イミノプロピル)-５- 〔２-(エチルチオ) プロピル〕
 -３- ヒドロキシシクロヘキス -２- エン -１- オン（クレトジム）、
２-(１-(エトキシイミノ) ブチル)-３- ヒドロキシ -５-(チアン -３- イル）シクロヘキ
ス -２- エノン（シクロキシジム）または、
２-(１- エトキシイミノプロピル)-５-(２，４，６- トリメチルフエニル)-３　- ヒドロ
キシシクロヘキス -２- エン -１- オン（トラルコキシジム）
Ｆ）２-(４- アルキル -５- オキソ -２- イミダゾリン -２- イル) 安息香酸誘導体また
は
２-(４- アルキル -５- オキソ -２- イミダゾリン -２- イル) ヘテロアリ－ルカルボン
酸誘導体、例えば、
メチル２-(４- イソプロピル -４- メチル -５- オキソ -２- イミダゾリン -２- イル)-
５- メチルベンゾエートおよび、
２-(４- イソプロピル -４- メチル -５- オキソ -２- イミダゾリン -２- イル)-４- メ
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チル安息香酸（イマザメタベンズ）、
５- エチル -２-(４- イソプロピル -４- メチル -５- オキソ -２- イミダゾリン -２- 
イル）ピリジン -３- カルボン酸（イマザタピル）、
２-(４- イソプロピル -４- メチル -５- オキソ -２- イミダゾリン -２- イル）キノリ
ン -３- カルボン酸（イマザキン）、
２-(４- イソプロピル -４- メチル -５- オキソ -２- イミダゾリン -２- イル）ピリジ
ン -３カルボン酸（イマザピル）、
５- メチル -２-(４- イソプロピル -４- メチル -５- オキソ -２- イミダゾリン -２- 
イル）ピリジン -３- カルボン酸（イマゼタメサピル）、
Ｇ）トリアゾロピリミジンスルホンアミド誘導体、例えば、
Ｎ-(２，６- ジフルオロフエニル)-７- メチル -１，２，４- トリアゾロ-(１，５- ｃ)-
ピリミジン -２- スルホンアミド（フルメトスラム）、
Ｎ-(２，６- ジクロロ -３- メチルフエニル)-５，７- ジメトキシ -１，２，４- トリア
ゾロ-(１，５- ｃ)-ピリミジン -２- スルホンアミド
Ｎ-(２，６- ジフルオロフエニル)-７- フルオロ -５- メトキシ -１，２，４　- トリア
ゾロ-(１，５- ｃ)-ピリミジン -２- スルホンアミド、
Ｎ-(２，６- ジクロロ -３- メチルフエニル)-７- クロロ -５- メトキシ -１，２，４- 
トリアゾロ-(１，５- ｃ)-ピリミジン -２- スルホンアミド、
Ｎ-(２- クロロ -６- メトキシカルボニル)-５，７- ジメチル -１，２，４- トリアゾロ
-(１，５- ｃ)-ピリミジン -２- スルホンアミド（例えばヨーロッパ特許出願公開第３４
３７５２号およびアメリカ特許第４９８８８１２号参照）、
Ｈ）ベンゾイルシクロヘキサンジオン誘導体、例えば、
２-(２- クロロ -４- メチルスルホニルベンゾイル) シクロヘキサン -１，３　- ジオン
（ＳＣ- ００５１、ヨーロッパ特許出願公開第１３７９６３号参照）、
２-(２- ニトロベンゾイル)-４，４- ジメチルシクロヘキサン -１，３- ジオン( ヨーロ
ッパ特許出願公開第２７４６３４号参照）、
２-(２- ニトロ -３- メチルスルホニルベンゾイル)-４，４- ジメチルシクロヘキサン -
１，３- ジオン（ＷＯ- ９１／１３５４８参照）、
Ｊ）ピリミジルオキシピリミジンカルボン酸誘導体およびピリミジニルオキシ安息香酸誘
導体、例えば
ベンジル３-(４，６- ジメトキシピリミジン -２- イル）オキシピリジン -２　- カルボ
キシレート（ヨーロッパ特許出願公開第２４９７０７号参照）、
メチル３-(４，６- ジメトキシピリミジン -２- イル）オキシピリジン -２- カルボキシ
レート（ヨーロッパ特許出願公開第２４９７０７号参照）、
２，６- ビス〔（４，６- ジメトキシピリミジン -２- イル）オキシ〕安息香酸（ヨーロ
ッパ特許出願公開第３２１８４６号参照）、
１- エトキシカルボニルオキシエチル２，６- ビス〔（４，６- ジメトキシピリミジン -
２- イル）オキシ〕ベンゾエート（ヨーロッパ特許出願公開第４７２１１３号参照）、お
よび
Ｋ）Ｓ-(Ｎ- アリール -Ｎ- アルキルカルバモイルメチル）ジチオリン酸エステル、例え
ば、
Ｓ- 〔Ｎ-(４- クロロフエニル)-Ｎ- イソプロピルカルバモイルメチル〕
Ｏ，Ｏ- ジメチル　ジチオホスフエート（アニロフォス）
上記の群ＡないしＫからの除草剤は、業界でよく知られており、そして一般的に英国作物
保護協議会（British Crop Protection Council)編 "農薬便覧" (The Pesticide Manual)
第９版（１９９１年）または第８版（１９８７年）に、またはトンプソン(W. T. Thompso
n)編 "農薬第ＩＩ巻、除草剤" (Agricultural Chemicals Book II, Herbicides, Thompso
n Publications, Fresno Ca,　ＵＳＡ，１９９０）に、または "農薬ハンドブック、 '９
０" (Farm Chemicals Handbook '90, Meister Publishing Company, Willowghby, Oh, Ｕ
ＳＡ，１９９０）に記載されている。イマゼタメタピル(Imazethamethapyr)は、 "雑草技
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術 (Weed Techn. １９９１）第５巻第４３０－４３８頁に開示されている。
【００６７】
上記の除草性活性化合物および毒性緩和剤は、一緒に（即使用調合物またはタンクミック
ス法において）または相互に所望の順序で施用されうる。毒性緩和剤：除草剤の重量比は
、広い範囲内で変動することができ、そして好ましくは１：１０ないし１０：１、特に１
：１０ないし５：１の範囲内である。除草剤および毒性緩和剤の両者の最適の量は、使用
された除草剤の型および使用された毒性緩和剤および処理されるべき栽培植物の型に依存
し、そして場合により適当な予備実験によって決定されうる。
【００６８】
毒性緩和剤の主要な適用範囲は、特に禾穀類の作物（コムギ、ライムギ、オオムギおよび
オートムギ）イネ、トウモロコシ、ソルガム、のみならずまたワタおよびダイズ、好まし
くは禾穀類、イネおよびトウモロコシである。
【００６９】
本発明による式Ｉで表される毒性緩和剤の特別の利点は、それらがスルホニル尿素および
／またはイミダゾリノンよりなる群からの除草剤とフエノキシフエノシキ- およびヘテロ
アリールオキシフエノキシアルカンカルボン酸誘導体型の除草剤と組合される場合に観察
される。
【００７０】
これらの構造群からの若干の除草剤は、特に禾穀類の作物および／またはトウモロコシお
よびイネにおいては選択的に使用され得ないかまたは十分には選択的には使用されない。
本発明による毒性緩和剤との組合せは、卓越した選択性が禾穀類、トウモロコシまたはイ
ネにおいてこれらの除草剤についてさえ達成されることを可能にする。
【００７１】
式Ｉの毒性緩和剤は、それらの性質に依存して栽培植物の種子の前処理（種子処理）また
は播種の前に種子用小溝内に導入され、または植物の発芽の前またはその後に除草剤と一
緒に適用される。発芽前処理は、栽培地域の播種前および播種された栽培地域の、ただし
生長が現れる前の処理の両方を包含する。除草剤との組合せ施用が好ましい。この目的で
タンクミックスおよびレディーミックスが使用されうる。
【００７２】
必要とされる毒性緩和剤の施用量は、症状および使用された除草剤に応じて広い範囲内で
変動できそして一般に１ヘクタール当り有効物質０．００１ないし５ｋｇ、好ましくは０
．００５ないし０．５ｋｇの範囲内である。
【００７３】
従って、本発明は、また式Ｉで表される化合物の有効量を植物、植物の種子または栽培地
域に除草剤の前に、後にまたはそれと同時に施用することを特徴とする除草剤の毒性副作
用に対して栽培植物を保護する方法にも関する。
【００７４】
本発明は、また式Ｉの活性化合物および通常の調合助剤を含有する作物保護剤および式Ｉ
の活性化合物および作物保護の地域においては通常の調合助剤を含有する除草剤にも関す
る。
【００７５】
式Ｉで表される化合物およびそれらと前記の除草剤群の１種またはそれ以上との組合せは
、生物学的および／または物理化学的パラメーターにより予め規定されたように、各種の
方法で調合されうる。従って、以下の調剤形態が調合物にとって好適である：水和剤（Ｗ
Ｐ）、乳剤濃縮物（ＥＣ）、水溶性粉末（ＳＰ）、水溶性濃縮物（ＳＬ）、ＥＷ製剤（Ｅ
Ｗ）、例えば、水中油型および油中水型乳剤、噴霧用溶液または乳濁液、カプセル懸濁物
（ＣＳ）、油または水を基礎とした分散液（ＳＣ）、サスポエマルジョン、懸濁濃縮物、
粉剤（ＤＰ）、油混和性溶液（ＯＬ）、種子処理剤、マイクロ粒剤、噴霧粒剤、被覆粒剤
および吸着粒剤の形態の粒剤（ＧＲ）、土壌施用および撒布用粒剤、水溶性粒剤（ＳＧ）
、顆粒水和剤（ＷＧ）、ＵＬＶ調合物、マイクロカプセルまたはワックス。
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【００７６】
これらの個々の調合形態は、原則的に知られており、そして例えば、下記の文献に記載さ
れている：
ウイナッカー- キュヒラー、 "ヘミッシエ・テクノロギー" 第７巻第４版１９８６年（Wi
nnacker-Kuechler, "Chemische Technologie", C. Hauser Verlag Muenchen) ；ワデ・ヴ
ァン・フアルケンベルグ、 "農薬調合物" （Wade vanＶalkenberg, "Pesticide Formulat
ions", Mascel Dekker N.Y.,　１９７３）；マルテンス、 "噴霧乾燥ハンドブック" 、第
３版、１９７９年(K. Martens, "Spray Drying Handbook", 3rd Ed. １９７９，G. Goodw
in Ltd. London) 。
【００７７】
不活性物質、界面活性剤、溶剤およびその他の添加剤のような、必要な調合助剤もまた知
られており、例えば下記のものに記載されている：
ワトキンス編「殺虫剤粉末希釈剤および担体のハンドブック」第２版ダーランドブックス
社刊（Watkins, "Handbook of Insecticide Dust Diluents and Carriers", 2nd Ed, Dar
land Books, Caldwell N.J.)；オルフエン著「粘土コロイド化学入門」第２版ウイリー社
刊（H. v. Olphen, "Introduction to Clay Colloid Chemistry", 2nd Ed, J Wiley & So
ns, N.Y.) ；マースデン著「溶剤ガイド」第２版インターサイエンス社１９６３年刊（Ma
rsden, "Solvents Guide",2nd Ed, Interscience, N.Y.１９６３）；マククチエオン編「
洗剤および乳化剤年鑑」、ＭＣ出版社刊（McCutcheons "Detergents and Emulsifiers An
nual", MC Publ Corp., Ridgewood N.J.) ；シスレー、ウッド編「界面活性剤百科事典」
ケミカル出版社１９６４年刊（Sisley and Wood, "Encyclopedia of Surface Active Age
nts", Chem Publ. Co. Inc., N.Y. １９６４）；シエーンフエルト著「界面活性エチレン
オキシドアダクツ」ヴィッセンシャフト出版社１９７６年刊(Schoenfeldt, "Grenzflaech
enaktive Aethylenoxidaddukte", Wiss.Verlagsgesell., Stuttgart １９７６）；ウイナ
ッカー- キュヒラー編「化学技術」第７巻ハウザー出版社第４版１９８６年刊（Winnacke
r-Kuechler, "Chemische　Technologie", Vol. 7, C. Hauser Verlag Muenchen, 4th Ed.
１９８６）。
【００７８】
これらの調合物に基づいて他の農薬有効物質、肥料および／または生長調整剤との組合せ
もまた、例えばレディーミックスの形であるいはタンクミックスとして調製されうる。
【００７９】
水和剤は、水中に均一に分散されうる調合物であって、有効物質のほかに希釈剤または不
活性物質さらになお湿潤剤、例えば、ポリオキシエチル化アルキルフエノール、ポリオキ
シエチル化脂肪アルコールまたは脂肪アミン、脂肪アルコールポリグリコールエーテルサ
ルフェート、アルカンスルホネートまたはアルキルアリールスルホネートおよび分散剤、
例えば、リグニンスルホン酸ナトリウム、２，２'-ジナフチルメタン -６，６'-ジスルホ
ン酸ナトリウム、ジブチルナフタレン- スルホン酸ナトリウムそしてまたオレイルメチル
タウリン酸ナトリウムをもまた含有する。
【００８０】
乳剤は、有効物質を有機溶剤、例えばブタノール、シクロヘキサノン、ジメチルホルムア
ミド、キシレンまたは比較的高沸点芳香族化合物または炭化水素中に１種またはそれ以上
の乳化剤を添加しながら溶解することによって調製される。使用されうる乳化剤の例は、
ドデシルベンゼンスルホン酸カルシウムのようなアルキルアリールスルホン酸カルシウム
、または非イオン乳化剤、例えば、脂肪酸ポリグリコールエステル、アルキルアリールポ
リグリコールエーテル、脂肪アルコールポリグリコールエーテル、プロプレンオキシド- 
エチレンオキシド縮合生成物（例えばブロック重合体）、アルキルポリエーテル、ソルビ
タン脂肪酸エステル、ポリオキシエチレンソルビタン脂肪酸エステルまたはポリオキシエ
チレンソルビトールエステルである。
【００８１】
粉剤は、有効物質を固体物質、例えばタルクまたは天然粘土、例えばカオリン、ベントナ
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イトまたは葉ろう石またはケイソウ土と共に粉砕することによって得られる。
【００８２】
粒剤は、有効物質を吸着性粒状不活性物質上に噴霧するかまたは有効物質濃縮物を砂、カ
オリナイトまたは粒状の不活性物質のような担体の表面上に接着剤、例えばポリビニルア
ルコール、ポリアクリル酸ナトリウムあるいは鉱油で塗布することによって調製されうる
。肥料粒状物の製造にとって通例の方法で、所望ならば肥料との混合物として適当な有効
物質を粒状化することもできる。
【００８３】
一般に、本発明による農薬製剤は、式Ｉの有効物質（解毒剤）または解毒剤／除草剤の有
効物質混合物を０．１ないし９９重量％、特に０．１ないし９５重量％、固体または液体
の添加剤を１ないし９９．９重量％、特に５ないし９９．８重量％そして界面活性剤を０
ないし２５重量％、特に０．１ないし２５重量％含有する。
【００８４】
水和剤においては、有効物質の濃度は、例えば約１０ないし９０重量％であり、１００％
までの残りは通常の調合成分よりなる。乳剤の場合には、有効物質濃度は、約１ないし８
０重量％である。粉剤の形態の調合物は、約１ないし２０重量％の有効物質を含有し、噴
霧用溶液は、約０．２ないし２０重量％の有効物質を含有する。顆粒水和剤のような粒剤
の場合には、有効物質の含量は、ある程度まで有効化合物が液体であるかまたは固体であ
るかということに左右される。一般に、顆粒水和剤の場合の含量は、１０ないし９０重量
％である。
【００８５】
更に、上記の有効物質の調合物は、それぞれの場合に慣用される接着剤、湿潤剤、分散剤
、乳化剤、浸透剤、溶剤、充填剤または担体を含有してもよい。
使用に際しては、市販の形態で存在する調合物は、場合によっては通常の方法で、例えば
、水和剤、乳剤、分散剤および顆粒水和剤の場合には水を使用して希釈される。粉剤、粒
剤ならびに噴霧用溶液は、使用前にさらに他の不活性物質で希釈する必要はない。必要と
される毒性緩和剤の施用量は、温度、湿度のような外的条件、使用される除草剤の種類そ
の他と共に変動する。
【００８６】
以下の例は、本発明をより詳細に説明するためのものである。
【００８７】
【実施例】
以下の実施例は、本発明を例示するものである。
Ａ．調合例
ａ）一つの粉剤が式Ｉの化合物または除草剤と式Ｉの化合物とを含有する有効物質混合物
１０重量部および不活性物質としてのタルク９０重量部を混合しそしてこの混合物をハン
マーミルで粉砕することによって得られる。
ｂ）水中に容易に分散されうる一つの水和剤が式Ｉの化合物または除草剤と式Ｉの毒性緩
和剤Ｉとを含有する有効物質混合物２５重量部、不活性物質としてカオリン含有石英６４
重量部、リグニンスルホン酸カリウム１０重量部および湿潤および分散剤としてのオレオ
イルメチルタウリン酸ナトリウム１重量部を混合し、そしてこの混合物をピミルで粉砕す
ることによって得られる　。
ｃ）水中に容易に分散されうる一つの分散濃縮物が式Ｉの化合物または除草剤と式Ｉの毒
性緩和剤とを含有する有効物質混合物２０重量部をアルキルフエノールポリグリコールエ
ーテル〔 (R)トリトン( (R) Triton) Ｘ２０７〕６重量部、イソトリデカノールポリグリ
コールエーテル（ＥＯ　８単位）３重量部およびパラフイン系鉱油（沸騰範囲、例えば約
２５５ないし２７７℃以上まで）７１重量部と混合し、そしてこの混合物をボールミルで
５ミクロン以下の微細度になるまで粉砕することによって得られる。
ｄ）一つの乳剤が式Ｉの化合物または除草剤と式Ｉの毒性緩和剤とを含有する有効物質混
合物１５重量部、溶剤としてのシクロヘキサノン７５重量部および乳化剤としてオキシエ
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ｅ）顆粒水和剤が、
式Ｉの化合物または除草剤と式Ｉの毒性緩和剤
とを含有する有効物質混合物　　　　　　　　　　　　　　７５重量部
リグニンスルホン酸カルシウム　　　　　　　　　　　　　１０重量部
ラウリル硝酸ナトリウム　　　　　　　　　　　　　　　　　５重量部
ポリビニルアルコール　　　　　　　　　　　　　　　　　　３重量部
カオリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　７重量部
を混合し、この混合物をピンミルで粉砕し、そしてこの粉末を流動床で造粒用液体として
の水の上に噴霧することによって得られる。
ｆ）顆粒水和剤はまた
式Ｉの化合物または除草剤と式Ｉの毒性緩和剤
とを含有する有効物質化合物　　　　　　　　　　　　　　２５重量部
２，２'-ジナフチルメタン -６，６'-　ジスル
ホン酸ナトリウム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５重量部
オレオイルメチルタウリン酸ナトリウム　　　　　　　　　　２重量部
ポリビニルアルコール　　　　　　　　　　　　　　　　　　１重量部
炭酸カルシウム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１７重量部
および水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５０重量部
を均質化しそして予備粉砕し、次いでビーズミルで粉砕し、そして得られた懸濁物を噴霧
塔において単一成分ノズルによって噴霧しそして乾燥することによっても得られる。
Ｂ．化合物製造例
１．ジエチル２- フエノキシマロネート（表１の例２）：
アセトン３０ｍｌ中に炭酸カリウム２２．１ｇ（１６０ｍｍｏｌ）を懸濁せしめ、アセト
ン１００ｍｌ中のフエノール７．５ｇ（８０ｍｍｏｌ）を添加し、そして混合物を１時間
還流せしめた。次にアセトン１００ｍｌ中のジエチル２- クロロマロネート１５．５ｇ（
８０ｍｍｏｌ）を滴加し、この混合物を１０時間還流し、そして減圧下に蒸発せしめ、そ
して残渣を塩化メチレン中に吸収せしめた。有機相を飽和ＮａＨＣＯ3 溶液および飽和Ｎ
ａＣｌ溶液で洗滌し、硫酸マグネシウム上で乾燥しそして蒸発せしめた。残渣をカラムク
ロマトグラフィー（シリカゲル、ヘプタン／ジエチルエーテル２：１）にかけ、無色の液
体としてジエチル２- フエノキシマロネート１５．５ｇ（理論量の７７％）を得た。
２．エチル２-(３，４- ジクロロフエノキシ)-３- ケトブタノエート（表１の例３８）：
３，４- ジクロロフエノール１３．０ｇ（８０ｍｍｏｌ）および炭酸カリウム１２．２ｇ
（８８ｍｍｏｌ）をアセトン４００ｍｌ中で３０分間還流せしめた。次に、エチル２- ク
ロロアセトアセテート１５．８ｇ（９６ｍｍｏｌ）を滴加し、混合物を８時間還流せしめ
、そして減圧下に蒸発せしめ、そして水を残渣に添加した。水性相を酢酸エチルで３回抽
出し、そして一緒にされた有機相を硫酸マグネシウム上で乾燥しそして蒸発せしめた。残
渣をカラムクロマトグラフィーにかけ油状物としてエチル２-(３，４- ジクロロフエノキ
シ)-３- ケトブタノエート１５．８ｇ（理論量の６８％）を得た。
【００８８】
下記の表１および２に上記の製造例と類似する手法で製造された式Ｉで表される化合物の
その他の例を示す。
【００８９】
【表１】
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【００９０】
【表２】
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【００９１】
【表３】
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【００９２】
【表４】
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【００９３】
【表５】
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【００９４】
【表６】
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【００９５】
【表７】
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【００９６】
【表８】
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【００９７】
【表９】
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【００９８】
【表１０】
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【００９９】
【表１１】
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【０１００】
【表１２】
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【０１０１】
【表１３】
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【０１０２】
【表１４】
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【０１０３】
【表１５】
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【０１０４】
【表１６】
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【０１０５】
【表１７】
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【０１０６】
【表１８】
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【０１０７】
【表１９】
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【０１０８】
【表２０】
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【０１０９】
【表２１】
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【０１１０】
【表２２】
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【０１１１】
【表２３】
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【０１１２】
【表２４】
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【０１１３】
【表２５】
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【０１１４】
Ｃ．生物試験例
例１
コムギおよびオオムギの種子をプラスチック製のポット内の砂の多いローム質の土の中に
播種し、温室内で３- ないし４- 葉期の段階まで栽培しそして次に本発明による化合物お
よび除草剤を用いて発芽後処理法を用いて連続的に処理した。除草剤および式Ｉの化合物
は、水性懸濁物または乳濁物の形態で３００ｌ／ｈａ（換算されたもの）の施用量におい
て施用された。処理の３～４週間後に、施用された除草剤によって惹起された植物のいか
なる損傷をも、特に成長抑制の持続の程度を考慮に入れて、視覚的に評価した。評価は未
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処理の対照と比較して百分率で示された。若干の実験結果を表３および４に示す。
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除草剤が極めて過剰量で施用された場合においても、栽培植物に対する厳しい損傷は、著
しく軽減され、そして僅かな損傷の場合は完全に除かれた。
【０１１５】
従って、本発明による除草剤および化合物の混合物は、禾穀類の作物における選択的雑草
駆除に極めて好適である。
例２
トウモロコシの苗、雑草およびイネ科の雑草類をプラスチック製のポット内で戸外または
温室内において４～５- 葉期の段階まで栽培し、そして発芽後処理法を用いて除草剤およ
び本発明による化合物で連続的に処理した。有効物質は、水性懸濁物または乳濁物の形態
で１ｈａ当り水３００ｌの施用量（換算されたもの）において施用された。処理の４週間
後に、施用された除草剤によって惹起された植物のいかなる種類の損傷についても、特に
持続する成長抑制の程度を考慮に入れながら、視覚的に評価した。評価は、未処理の対照
に比較した百分率で表された。若干の結果を表５ないし７に示す。
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上記の結果は、使用された本発明による式Ｉの化合物は、トウモロコシの苗に対する強い
除草剤による損傷を効果的に減少せしめうる。除草剤が著しく過剰に施用された場合にお
いても、栽培植物に対する強い損傷は、著しく軽減され、そして弱い損傷は、完全に除か
れる。従って、除草剤と式Ｉの化合物との混合物は、トウモロコシにおける選択的雑草防
除に極めて好適である。
例３
イネをプラスチック製のポットに播種し、そして温室内で最適の成育条件下で栽培した。
発芽後に、上記のポットに水を頂部から２ｃｍの深さまで水を満たし、そしてこの冠水の
深さを実験の間中維持した。３- ないし４- 葉期の段階において、上記の植物を除草剤お
よび式Ｉの化合物で処理した。処理の３週間後に、除草剤によって惹起される植物のいか
なる種類の損傷についても、特に成長の持続的な抑制および希薄化の程度を考慮しながら
評価した。上記の評価の結果は、毒性緩和剤がイネに対する除草剤による損傷度を効果的
に軽減することを示している。若干の結果を表８に示す。
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すなわち、除草剤と本発明による毒性緩和剤との混合物は、イネの選択的雑草防除に好適
である。使用された除草剤の雑草に対する除草作用は、本発明による毒性緩和剤を添加す
ることによって、損なわれない；すなわち、使用された施用量において、除草剤を単独で
使用した場合に達成される比較値に対応する。
例４
イネを温室内のポットに入れた砂の多い土に播種し、そして２４～２５ｃｍの高さに成長
するまで栽培した。次にこのイネを冠水した土に移植し、移植３日後除草剤または除草剤
／毒性緩和剤の組合せを用いて、潅漑することによって処理した。施用の４週間後に、植
物の損傷度を未処理の対照に比較して視覚的に評価した（結果については表９参照）。
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表３の例は、除草剤Ｈ１ないしＨ８とは構造上全く異なる除草剤における式Ｉの化合物の
毒性緩和作用を例示する。
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